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特別企画―労働経済の年間分析 
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一
．雇
用
・
失
業
の
動
向 

（
一
）
労
働
市
場
の
動
向 

（
増
加
傾
向
に
あ
る
求
人
） 

　
求
人
の
動
き
を
み
る
と
、
長
期
の
景
気
回

復
の
中
で
、
新
規
求
人
は

二
〇
〇
二
年
一
〜
三
月
期

以
降
、
有
効
求
人
は
〇
二

年
四
〜
六
月
期
以
降
、
お

お
む
ね
増
加
傾
向
に
あ
る
。

〇
六
年
七
〜
九
月
期
に
お

い
て
は
、
新
規
求
人（
八

七
万
人
）、
有
効
求
人（
二

三
四
万
人
）と
も
に
バ
ブ

ル
期
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
一

九
九
〇
年
一
〇
〜
一
二
月

期
の
水
準（
新
規
求
人
六

六
万
人
、
有
効
求
人
一
八

五
万
人
）を
超
え
て
い
る（
第

１
図
）。 

 

（
減
少
傾
向
に
あ
る
求
職

者
数
） 

　
求
職
の
動
き
を
み
る
と
、

新
規
求
職
は
〇
二
年
一
〜

三
月
期
以
降
、
有
効
求
職

は
〇
二
年
四
〜
六
月
期
以

降
、
お
お
む
ね
減
少
傾
向

に
あ
る
。
特
に
、
新
規
求

職
の
減
少
幅
に
比
べ
て
有

効
求
職
の
減
少
幅
は
大
き
く
、
〇
六
年
七
〜

九
月
期
に
は
、
新
規
求
職
は
五
六
万
人（
前

年
同
期
差
一
万
人
減
）、
有
効
求
職
は
二
一

六
万
人（
同
一
一
万
人
減
）と
な
っ
て
い
る（
第

２
図
）。
ま
た
、
失
業
期
間
は
短
く
な
る
傾

向
に
あ
る
。 

 

（
上
昇
傾
向
に
あ
る
求
人
倍
率
） 

　
有
効
求
人
倍
率
の
動
き
を
み
る
と
、
〇
五

年
一
〇
〜
一
二
月
期
に
一
・
〇
〇
倍
ま
で
上

昇
し
た
後
、
〇
六
年
一
〜
三
月
期
に
一
・
〇

三
倍
、
四
〜
六
月
期
に
一
・
〇
六
倍
、
七
〜

九
月
期
に
一
・
〇
九
倍
と
な
っ
た
。
ま
た
、

新
規
求
人
倍
率
は
、
〇
五
年
一
〇
〜
一
二
月

期
の
一
・
五
二
倍
が
、
〇
六
年
一
〜
三
月
期

に
一
・
五
一
倍
、
四
〜
六
月
期
に
は
一
・
六

〇
倍
、
七
〜
九
月
期
に
一
・
五
七
倍
と
な
っ

た
。 

　
有
効
求
人
倍
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
完

全
失
業
率
は
高
水
準
な
が
ら
も
低
下
傾
向
で

推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
製
造
業
を
含
む
雇

用
者
数
の
増
加
、
新
規
学
卒
者
就
職
率
の
上

昇
な
ど
改
善
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、
雇
用
の

改
善
に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
地
域
も
あ
る
な
ど
、

雇
用
情
勢
は
、
厳
し
さ
が
残
る
も
の
の
改
善

に
広
が
り
が
み
ら
れ
る
。 

　
賃
金
に
つ
い
て
は
、
所
定
内
給
与
が
減
少

と
な
っ
た
も
の
の
賞
与
を
含
む
特
別
給
与
と

所
定
外
給
与
が
増
加
し
た
た
め
、
現
金
給
与

総
額
は
微
増
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
実
質
賃

金
に
つ
い
て
は
、
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け

減
少
と
な
っ
た
。 

　
家
計
消
費
、
実
収
入
は
二
年
連
続
で
減
少

の
見
込
み
で
あ
り
、
消
費
者
態
度
指
数
が
低

下
す
る
な
ど
、
消
費
者
心
理
も
悪
化
傾
向
に

あ
る
。
ま
た
、
収
入
の
最
も
高
い
層
を
除
き

平
均
消
費
性
向
が
低
下
し
て
お
り
、
消
費
支

出
の
回
復
力
は
強
く
な
い
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
企
業
収
益
や
設
備
投
資
な

ど
で
先
行
し
た
企
業
部
門
の
回
復
は
、
雇
用

の
改
善
に
波
及
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
賃
金

の
上
昇
幅
は
小
さ
く
、
家
計
が
消
費
を
増
や

す
状
況
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
景
気
回
復
の

成
果
を
勤
労
者
生
活
の
充
実
へ
と
つ
な
げ
、

社
会
の
安
定
を
基
盤
と
し
た
持
続
的
な
経
済

発
展
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

概
況 
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こ
の
よ
う
に
、
求
人
の
増
加
傾
向
と
求
職

の
減
少
傾
向
を
背
景
に
有
効
求
人
倍
率
、
新

規
求
人
倍
率
は
と
も
に
上
昇
し
、
バ
ブ
ル
崩

壊
以
降
の
三
回
の
景
気
回
復
過
程
の
中
で
は
、

最
も
高
い
水
準
に
あ
る（
第
３
図
）。 

　
有
効
求
人
倍
率
の
推
移
を
雇
用
形
態
別
に

み
る
と
、
パ
ー
ト
を
除
く
一
般
労
働
者
に
つ

い
て
は
、
〇
二
年
七
〜
九
月
期
以
降
、
上
昇

傾
向
に
あ
り
、
〇
六
年
一
〜
三
月
期
に
〇
・

九
〇
倍
、
四
〜
六
月
期
に
〇
・
九
五
倍
、
七

〜
九
月
期
に
〇
・
九
七
倍
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
〇
四
年
一
〜

三
月
期
の
一
・
六
一
倍
か
ら
、
〇
五
年
一
〜

三
月
期
に
一
・
三
一
倍
ま
で
低
下
し
た
後
、

〇
六
年
一
〜
三
月
期
に
は
一
・
四
六
倍
ま
で

上
昇
し
、
四
〜
六
月
期
に
一
・
四
四
倍
、
七

〜
九
月
期
に
一
・
四
六
倍
と
、
〇
六
年
に
入

っ
て
か
ら
は
横
ば
い
傾
向
が
み
ら
れ
る（
第

４
図
）。
有
効
求
人
数
に
つ
い
て
は
、
パ
ー

ト
を
除
く
一
般
労
働
者
も
パ
ー
ト
も
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、
有
効
求
職
者
数
に
つ
い
て

は
、
パ
ー
ト
を
除
く
一
般
労
働
者
で
減
少
傾

向
が
続
く
一
方
で
、
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
減

少
し
て
い
な
い
。 

 

（
二
）
雇
用
・
失
業
の
動
向 

（
低
下
傾
向
に
あ
る
完
全
失
業
率
） 

　
完
全
失
業
率（
季
節
調
整
値
）は
、
〇
二
年

四
〜
六
月
期
に
四
半
期
値
で
過
去
最
高
の
五
・

四
％（
男
性
五
・
七
％
、
女
性
五
・
一
％
）と

な
っ
た
後
は
、
徐
々
に
改
善
す
る
傾
向
に
あ

り
、
足
下
で
は
、
〇
六
年
一
〜
三
月
期
に
四
・

二
％（
男
性
四
・
五
％
、
女
性
三
・
八
％
）、

四
〜
六
月
期
に
四
・
一
％（
男
性
四
・
二
％
、

女
性
三
・
九
％
）、
七
〜
九
月
期
に
四
・
一

％（
男
性
四
・
三
％
、
女
性
四
・
〇
％
）と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
回
の
景
気
回
復
期

（
九
九
年
一
〇
〜
一
二
月
期
の
四
・
六
％
）を

下
回
る
水
準
と
な
っ
て
い
る（
第
５
図
）。 

　
ま
た
、
〇
五
年
一
〇
〜
一
二
月
期
に
お
い

て
は
、
自
発
的
失
業
者
数
が
増
加
し
、
完
全

失
業
率
が
上
昇
し
た
が（
男
女
計
四
・
五
％
、

男
性
四
・
五
％
、
女
性
四
・
四
％
）、
〇
六

年
一
〜
三
月
期
以
降
は
、
自
発
的
失
業
者
数

が
減
少
し
、
完
全
失
業
率
は
再
び
低
下
し
て

い
る
。
な
お
、
女
性
の
完
全
失
業
率
は
〇
六

年
に
入
っ
て
小
幅
な
が
ら
上
昇
し
た
が
、
こ

れ
は
女
性
の
自
発
的
失
業
者
が
〇
六
年
四
〜

六
月
期
以
降
や
や
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ 
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る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
全
般
的
に
増
加
傾
向
に
あ
る
雇
用
者
数
） 

　
雇
用
者
数
の
動
き
を
前
年
同
期
比
で
み
る

と
、
特
に
〇
五
年
四
〜
六
月
期
以
降
、
産
業

計（
非
農
林
業
）で
〇
・
五
％
以
上
の
伸
び
が

続
い
て
お
り
、
堅
調
に
増
加
し
て
い
る
。
こ

れ
を
産
業
別
に
み
る
と
、
〇
三
年
以
降
、
医

療
，
福
祉
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
雇
用
者
数
の
増

加
幅
が
大
き
く
、
雇
用
者
数
の
増
加
へ
の
寄

与
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で

前
年
同
期
比
で
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
産
業
に

つ
い
て
も
、
卸
売
・
小
売
業
が
〇
五
年
一
〜

三
月
期
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
の
を
は
じ
め
、

製
造
業
と
情
報
通
信
業
が
〇
五
年
一
〇
〜
一

二
月
期
に
、
運
輸
業
が
〇
六
年
一
〜
三
月
期

に
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
な
ど
、
〇
六

年
以
降
、
建
設
業
を
除
く
全
産
業
に
お
い
て

雇
用
者
数
が
前
年
同
期
比
で
増
加
に
転
じ
て

い
る
。
特
に
製
造
業
の
雇
用
者
数
に
つ
い
て

は
、
〇
六
年
一
〜
三
月
期
に
前
年
同
期
差
三

九
万
人
増
、
四
〜
六
月
期
に
同
二
〇
万
人
増
、

七
〜
九
月
期
に
同
一
六
万
人
増
と
な
っ
て
い

る（
第
６
図
）。 

 

（
堅
調
な
新
規
学
卒
就
職
率
） 

　
〇
六
年
三
月
の
新
規
学
卒

者
の
就
職
率（
〇
六
年
四
月

一
日
時
点
）は
、
大
卒
で
は

九
五
・
三
％（
前
年
同
期
差
一
・

八
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）、
短

大
卒
で
九
〇
・
八
％（
前
年

同
期
差
一
・
八
％
ポ
イ
ン
ト

上
昇
）と
な
っ
た
。
ま
た
、

高
卒
の
就
職
内
定
率（
〇
六

年
六
月
末
時
点
）は
九
八
・

一
％（
前
年
同
期
差
〇
・
九

％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）と
な
り
、

い
ず
れ
も
改
善
基
調
で
推
移

し
て
い
る（
第
７
表
）。 

　
な
お
、
厚
生
労
働
省
・
文

部
科
学
省
「
平
成
一
八
年
度

大
学
等
卒
業
者
就
職
状
況
調

査（
平
成
一
八
年
一
〇
月
一

日
現
在
）に
つ
い
て
」
に
よ

る
と
、
〇
七
年
三
月
卒
業
予

定
者
の
就
職
内
定
率（
〇
六

年
一
〇
月
一
日
時
点
）は
、

大
学
生
で
六
八
・
一
％（
前

年
同
期
差
二
・
三
％
ポ
イ
ン

ト
上
昇
）、
短
大
生
で
三
三
・

〇
％（
前
年
同
期
差
三
・
五

％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）で
あ
り
、
厚
生
労
働
省

「
平
成
一
八
年
度
高
校
・
中
学
新
卒
者
の
就

職
内
定
状
況
等（
平
成
一
八
年
九
月
末
現
在
）

に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
〇
七
年
三
月
卒
業

予
定
の
高
校
生
の
就
職
内
定
率
は
四
八
・
四

％（
前
年
同
期
差
四
・
四
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）

と
、
い
ず
れ
も
前
年
同
期
差
で
み
て
上
昇
傾

向
に
あ
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
企
業
の
採
用
意
欲
が
回
復

し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
〇
七
年
三
月
卒

業
予
定
者
に
つ
い
て
も
、
就
職
率
は
改
善
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
改
善
す
る
若
年
者
の
失
業
率
） 

　
年
齢
階
級
別
に
完
全
失
業
率
を
み
る
と
、

一
五
〜
二
四
歳
層
に
つ
い
て
は
、
〇
六
年（
一

〜
九
月
平
均
）に
は
、
男
性
は
九
・
四
％
、

女
性
は
七
・
四
％
と
、
依
然
と
し
て
高
い
水

準
に
あ
る
も
の
の
、
男
性
は
〇
三
年（
一
一
・

六
％
）、
女
性
は
〇
二
年（
八
・
七
％
）を
ピ

ー
ク
と
し
て
、
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
他

の
年
齢
層
に
お
い
て
も
総
じ
て
低
下
す
る
傾

向
に
あ
る
。 

　
な
お
、
〇
六
年
と
〇
五
年
と
を
比
較（
一

〜
九
月
平
均
）す
る
と
、
男
性
の
六
五
歳
以

上
層（
〇
・
二
％
ポ
イ
ン
ト
増
）、
女
性
の
五

五
〜
六
四
歳
層（
〇
・
二
％
ポ
イ
ン
ト
増
）及

び
六
五
歳
以
上
層（
〇
・
一
％
ポ
イ
ン
ト
増
）

が
小
幅
な
上
昇
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ

か
の
年
齢
階
級
で
は
低
下
し
て
お
り
、
特
に

男
性
の
一
五
〜
二
四
歳
層（
〇
・
八
％
ポ
イ

ン
ト
減
）と
女
性
の
二
五
〜
三
四
歳
層（
〇
・

七
％
ポ
イ
ン
ト
減
）で
大
き
く
低
下
し
て
い

る（
第
８
‐
１
図
、
第
８
‐
２
図
）。 

 

（
三
）
就
業
形
態
別
・
地
域
別
の
雇
用
情
勢 

（
拡
大
傾
向
に
あ
る
非
正
規
雇
用
者
比
率
） 

　
雇
用
者
に
占
め
る
非
正
規
雇
用
者
の
比
率

は
、
長
期
的
に
上
昇
し
て
い
る
。
〇
六
年
七

〜
九
月
期
に
は
、
役
員
を
除
く
雇
用
者（
五

一
一
五
万
人
）の
う
ち
、
正
規
の
職
員
・
従

業
員
が
三
四
〇
八
万
人（
六
六
・
六
％
）、
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
契
約
社
員
、
派
遣
社

員
等
の
非
正
規
の
職
員
・
従
業
員
が
一
七
〇

七
万
人（
三
三
・
四
％
）と
な
っ
て
お
り
、
非

正
規
雇
用
者
の
比
率
は
、
五
年
前（
〇
一
年
）

の
二
七
・
二
％
と
比
べ
る
と
、
六
・
二
％
上

昇
し
て
い
る
。
一
方
、
正
規
雇
用
者
の
人
数

は
、
〇
六
年
七
〜
九
月
期
に
三
四
〇
八
万
人
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と
前
年
同
期
に
比
べ
三
六
万
人
増
加
し
て
お

り
、
〇
六
年
に
入
っ
て
か
ら
増
加
傾
向
が
み

ら
れ
る
。
ま
た
、
非
正
規
雇
用
者
の
う
ち
、

派
遣
社
員
の
増
加
傾
向
が
目
立
っ
て
い
る（
第

９
表
）。 

　
な
お
、
新
規
求
人
数
に
占
め
る
派
遣
求
人

数
の
割
合
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
〇
五
年
一

月
の
五
・
一
％（
三
万
九
九
五
八
人
）が
、
〇

六
年
一
月
に
は
六
・
六
％（
五
万
五
三
五
七

人
）、
同
九
月
に
は
九
・
五
％（
七
万
九
一
八

七
人
）と
、
特
に
〇
六
年
に
入
っ
て
大
き
く

増
加
し
て
い
る
。
一
方
、
生
産
工
程
の
職
業

に
お
け
る
新
規
求
人
数
に
占
め
る
請
負
求
人

の
割
合
は
減
少
し
て
お
り
、
〇
五
年
一
月
の

二
七
・
五
％（
三
万
五
六
〇
二
人
）が
、
〇
六

年
一
月
に
は
二
四
・
七
％（
三
万
四
二
三
四

人
）、
同
九
月
に
は
一
七
・
六
％（
二
万
四
八

九
七
人
）と
、
特
に
〇
六
年
に
入
っ
て
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
公
共
職
業
安

定
所
に
お
け
る
求
人
の
適
正
化
に
向
け
た
取

り
組
み
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。 

 

（
増
加
傾
向
に
転
じ
た
正
規
職
員
・
従
業
員

数
） 

　
役
員
を
除
く
雇
用
者
の
就
業
時
間
別
・
雇

用
形
態
別
内
訳
を
み
る
と
、
統
計
が
継
続
し

て
と
れ
る
〇
三
年
以
降
、
正
規
職
員
・
従
業

員
の
人
数
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
〇
六

年
一
〜
三
月
期
に
前
年
同
期
差
七
万
人
増
、

四
〜
六
月
期
に
同
四
六
万
人
増
、
七
〜
九
月

期
に
同
三
六
万
人
増
と
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

ま
た
、
非
正
規
雇
用
者
の
う
ち
、
週
に
三
五

時
間
以
上
働
い
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る（
第
１０
図
）。 

　
正
規
の
職
員
・
従
業
員
の
動
き
を
年
齢
別

に
み
る
と
、
五
五
〜
六
四
歳
層
で
継
続
的
に

増
加
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
新
規
学
卒
者
就
職

率
の
上
昇
を
背
景
に
、
一
五
〜
二
四
歳
層
が

〇
六
年
四
〜
六
月
期
に
お
い
て
前
年
同
期
差

で
一
八
万
人
増
加
し
て
い
る
。 

　
な
お
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
若
年
無
業
者
の
人

数
は
依
然
と
し
て
高
水
準
で
あ
り
、
〇
五
年

に
は
フ
リ
ー
タ
ー
が
二
〇
一
万
人（
前
年
差

一
三
万
人
減
）、
若
年
無
業
者
が
六
四
万
人 
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（
前
年
と
同
水
準
）と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
一
五
〜
二
四
歳
層
に
お
い
て
は
フ
リ
ー

タ
ー
や
若
年
無
業
者
の
減
少
傾
向
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、
二
五
〜
三
四
歳
層
に
お
い
て
は

横
ば
い
傾
向
に
あ
り
、
一
九
九
〇
年
代
以
降

の
採
用
抑
制
に
伴
い
生
じ
た
フ
リ
ー
タ
ー
の

滞
留
傾
向
が
み
ら
れ
る
。 

 

（
改
善
テ
ン
ポ
に
差
が
み
ら
れ
る
地
域
の
雇

用
情
勢
） 

　
雇
用
失
業
情
勢
の
改
善
テ

ン
ポ
は
地
域
に
よ
り
差
が
み

ら
れ
る
。
〇
六
年
と
〇
五
年

と
を
比
較
す
る
と（
一
〜
九

月
平
均
）、
ま
ず
、
完
全
失

業
率
に
つ
い
て
は
、
南
関
東

で
〇
・
六
％
ポ
イ
ン
ト
、
東

海
で
〇
・
三
％
ポ
イ
ン
ト
改

善
し
て
い
る
一
方
で
、
北
海

道
・
四
国
・
九
州
で
は
ほ
ぼ

横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
有
効
求
人
倍
率
に
つ
い

て
は
、
南
関
東
・
北
陸
・
近

畿
で
〇
・
一
五
ポ
イ
ン
ト
以

上
改
善
し
て
い
る
一
方
で
、

北
海
道
・
東
北
・
四
国
・
九

州
で
は
〇
・
一
〇
ポ
イ
ン
ト

未
満
の
改
善
に
留
ま
っ
て
お

り
、
雇
用
失
業
情
勢
の
厳
し

い
地
域
で
は
改
善
に
遅
れ
が

見
ら
れ
る（
第
１１
表
）。 

　
ま
た
、
地
域
の
雇
用
情
勢

を
よ
り
詳
し
く
分
析
す
る
た

め
に
、
〇
六
年
七
〜
九
月
期

に
有
効
求
人
倍
率
の
高
い
上

位
三
都
県
と
、
有
効
求
人
倍

率
の
低
い
七
道
県
の
有
効
求

人
倍
率
の
推
移
を
比
較
す
る

と
、
今
回
の
景
気
回
復
局
面
を
通
じ
て
上
位

三
都
県
と
下
位
七
道
県
と
の
格
差
は
拡
大
し

て
い
る
。
ま
た
、
青
森
と
高
知
は
〇
五
年
一

〇
〜
一
二
月
期
か
ら
〇
六
年
七
〜
九
月
期
に

か
け
て
有
効
求
人
倍
率
が
と
も
に
〇
・
〇
二

ポ
イ
ン
ト
低
下
す
る
一
方
で
、
沖
縄
は
〇
・

〇
八
ポ
イ
ン
ト
上
昇
す
る
な
ど
、
雇
用
失
業

情
勢
の
厳
し
い
地
域
の
中
で
雇
用
改
善
の
動

き
に
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る（
第
１２
図
）。 

　
有
効
求
人
倍
率
の
低
い
、
こ
の
七
道
県
に

つ
い
て
は
、
自
主

的
な
地
域
活
性
化

の
取
組
み
を
支
援

す
る
た
め
、
①
「
地

域
雇
用
創
造
支
援

事
業
」
を
重
点
実

施
す
る
と
と
も
に
、

②
「
地
域
雇
用
戦

略
会
議
」
を
開
催

す
る
な
ど
の
対
策

を
講
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。 

 
（
雇
用
失
業
情
勢

の
判
断
） 

　
若
年
層
の
失
業

率
は
改
善
傾
向
に

あ
る
も
の
の
依
然

と
し
て
高
く
、
年

長
フ
リ
ー
タ
ー
の

滞
留
も
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
正
規
雇
用
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者
数
は
増
加
に
転
じ
た
も
の
の
、
非
正
規
雇

用
比
率
は
上
昇
し
て
お
り
、
正
規
雇
用
の
増

加
も
力
強
い
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
地

方
圏
で
は
、
雇
用
の
改
善
に
遅
れ
が
み
ら
れ

る
地
域
も
あ
り
、
改
善
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、

雇
用
情
勢
に
は
厳
し
さ
が
残
っ
て
い
る
。 

 

　
二
．賃
金
・
労
働
時
間 

（
一
）
賃
金
の
動
向 

（
現
金
給
与
総
額
は
微
増
） 

　
景
気
が
回
復
を
続
け
る
中
で
、
企
業
収
益

の
好
調
さ
が
緩
や
か
な
が
ら
賃
金
に
も
波
及

し
て
い
る
。 

　
二
〇
〇
六
年
の
賃
金
の
動
向
を
、
厚
生
労

働
省
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」（
調
査
産
業
計
、

事
業
所
規
模
五
人
以
上
）に
よ
り
み
る
と
、

ま
ず
、
現
金
給
与
総
額
は
、
一
〜
九
月
期
平

均
で
前
年
同
期
比
〇
・
三
％
増
と
な
っ
た
。

四
半
期
ご
と
に
み
る
と
、
二
〇
〇
五
年
四
〜

六
月
期
に
前
年
同
期
比
で
増
加
に
転
じ
て
以

降
プ
ラ
ス
で
推
移
し
、
二
〇
〇
六
年
一
〜
三

月
期
同
〇
・
三
％
増
、
四
〜
六
月
期
同
〇
・

六
％
増
、
七
〜
九
月
期
同
〇
・
一
％
増
と
、

６
四
半
期
連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。
こ
の
動

き
を
、
所
定
内
給
与
、
所
定
外
給
与
、
特
別

給
与
の
各
要
素
の
寄
与
に
分
け
て
み
る
と
、

二
〇
〇
五
年
四
〜
六
月
期
か
ら
一
〇
〜
一
二

月
期
ま
で
は
所
定
内
給
与
の
上
昇
が
現
金
給

与
総
額
の
引
き
上
げ
に
寄
与
し
て
い
た
が
、

二
〇
〇
六
年
一
月
に
所
定
内
給
与
が
前
年
同

月
比
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
以
降
は
、
所
定
外

給
与
と
特
別
給
与
が
現
金
給
与
総
額
の
前
年

同
期
比
増
加
を
牽
引
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

物
価
の
影
響
を
考
慮
し
た
実
質
賃
金
の
前
年

同
期
比
を
み
る
と
、
二
〇
〇
六
年
一
〜
三
月

期
以
降
減
少
が
続
い
て
い
る
。 

　
就
業
形
態
別
の
現
金
給
与
総
額
を
み
る
と
、

二
〇
〇
六
年
一
〜
九
月
期
平
均
で
一
般
労
働

者
は
前
年
同
期
比
〇
・
四
％
増
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
は
同
〇
・
七
％
増
と
な
っ
て
い

る（
第
１３
表
）。 

　
産
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
、
情
報
通
信

業
、
運
輸
業
、
医
療
，
福
祉
で
は
、
二
〇
〇

六
年
一
〜
三
月
期
、
四
〜
六
月
期
、
七
〜
九

月
期
を
通
じ
て
前
年
同
期
比
増
加
と
な
っ
た

も
の
の
、
鉱
業
、
飲
食
店
，
宿
泊
業
や
教
育
，

学
習
支
援
業
は
、
各
期
を
通
じ
て
減
少
と
な

っ
て
お
り
産
業
ご
と
に
差
が
み
ら
れ
る
。
ま

た
、
事
業
所
規
模
別
に
み
る
と
、
五
〜
二
九

人
規
模
で
二
〇
〇
六
年
一
〜
三
月
期
、
四
〜

六
月
期
、
七
〜
九
月
期
を
通
じ
て
前
年
同
期

比
減
少
と
な
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
は
、
各
期

を
通
じ
て
増
加
と
な
っ
た
。 

 
（
所
定
内
給
与
と
春
季
賃
上
げ
率
） 

　
所
定
内
給
与
は
、
二
〇
〇
五
年
四
月
に
、

二
〇
〇
〇
年
一
一
月
以
来
五
三
ヶ
月
ぶ
り
に

前
年
同
期
比
が
増
加
に
転
じ
、
二
〇
〇
五
年

平
均
で
前
年
比
〇
・
二
％
増
と
な
っ
た
が
、

二
〇
〇
六
年
は
一
〜
三
月
期
前
年
同
期
比
〇
・

一
％
減
、
四
〜
六
月
期
同
〇
・
一
％
減
、
七

〜
九
月
期
同
〇
・
三
％
減
と
、
一
〜
九
月
期

通
し
て
減
少
と
な
っ
た
。 

　
な
お
、
厚
生
労
働
省
調
べ
の
二
〇
〇
六
年

の
民
間
主
要
企
業（
資
本
金
一
〇
億
円
以
上

か
つ
従
業
員
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
労
働
組
合

が
あ
る
企
業
二
八
八
社
）の
春
季
賃
上
げ
要

求
・
妥
結
状
況
を
み
る
と
、
妥
結
額
五
六
六

一
円
、
賃
上
げ
率
一
・
七
九
％（
二
〇
〇
五

年
同
五
四
二
二
円
、
一
・
七
一
％
）と
な
り
、

額
・
率
と
も
に
三
年
連
続
で
前
年
の
調
査
結

果
を
上
回
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
「
賃
金
構
造
基
本
統

計
調
査
」
に
よ
り
、
二
〇
〇
六
年
三
月
新
規

学
卒
者
の
学
歴
別
初
任
給
を
み
る
と
、
男
女

計
で
は
、
大
卒
一
九
六
・
二
千
円（
前
年
比

一
・
二
％
増
）、
高
専
・
短
大
卒
一
六
八
・

四
千
円（
同
一
・
一
％
増
）、
高
卒
一
五
四
・

四
千
円（
同
一
・
〇
％
増
）と
な
り
、
全
て
の

学
歴
で
前
年
を
上
回
っ
た
。 

　
春
季
賃
上

げ
要
求
・
妥

結
状
況
及
び

新
規
学
卒
者

の
初
任
給
が

前
年
比
プ
ラ

ス
と
な
っ
た

に
も
関
わ
ら

ず
厚
生
労
働

省
「
毎
月
勤

労
統
計
調
査
」

に
お
け
る
所

定
内
給
与
が

一
〜
九
月
期

通
し
て
減
少

と
な
っ
た
要

因
に
つ
い
て
、

一
般
労
働
者

の
給
与
寄
与
、

パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
の

給
与
寄
与
、

パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
構

成
比
寄
与
に

そ
れ
ぞ
れ
分

け
て
み
る
と
、

パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
の

給
与
寄
与
が

所
定
内
給
与

伸
び
率
に
対

し
て
一
〜
九

月
期
平
均
で

〇
・
一
％
ポ
イ
ン
ト
の
引
上
げ
寄
与
と
な
っ

た
も
の
の
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
構
成

比
寄
与
と
一
般
労
働
者
の
給
与
寄
与
が
そ
れ

ぞ
れ
〇
・
二
％
ポ
イ
ン
ト
の
引
下
げ
寄
与
、 
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〇
・
一
％
ポ
イ
ン
ト
の
引
下
げ
寄
与
と
な
っ

た（
第
１４
図
）。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
六
年
に
は

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
増
加
率
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
が
、
増
加
し
て

い
る
一
般
労
働
者
の
中
に
も
フ
ル
タ
イ
ム
で

働
く
非
正
規
雇
用
者
が
含
ま
れ
、
給
与
の
引

下
げ
要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
基
本
給
の
伸
び
は
依
然
と
し
て
低

く
、
ま
た
、
そ
の
均
霑
す
る
労
働
者
も
限
定

的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

今
後
よ
り
勤
労
者
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、

持
続
的
な
内
需
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
さ
ら
に
幅
広
く
一
層
の
賃
金
上
昇
が

な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

（
増
加
が
続
く
所
定
外
給
与
と
特
別
給
与
） 

　
所
定
外
給
与
は
、
二
〇
〇
二
年
七
〜
九
月

期
に
増
加
に
転
じ
て
以
降
、
１７
四
半
期
連
続

で
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
六
年
一
〜

三
月
期
に
前
年
同
期
比
二
・
七
％
増
、
四
〜

六
月
期
同
二
・
四
％
増
、
七
〜
九
月
期
同
二
・

八
％
増
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
製
造
業
に
お

い
て
生
産
が
上
昇
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
こ

と
な
ど
に
伴
い
所
定
外
労
働
時
間
の
増
加
幅

が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て

所
定
外
給
与
も
増
加
幅
が
拡
大
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。 

　
特
別
給
与
は
、
一
九
九
八
年
以
降
前
年
比

マ
イ
ナ
ス
が
続
い
て
い
た
が
、
二
〇
〇
四
年

七
〜
九
月
期
に
前
年
同
期
比
プ
ラ
ス
に
転
じ

て
以
降
９
四
半
期
連
続
で
増
加
が
続
い
て
お

り
、
二
〇
〇
六
年
一
〜
九
月
期
平
均
で
み
る

と
、
同
二
・
二
％
増
と
な
っ
た
。 
 

（
夏
季
賞
与
は
増
加
） 

　
特
別
給
与
の
大
部
分
は
賞
与
で
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
夏
季
賞
与（
六
〜
八
月
の
特
別
給

与
の
う
ち
賞
与
と
し
て
支
給
さ
れ
た
給
与
を

特
別
集
計
し
た
も
の
）の
支
給
状
況（
事
業
所

規
模
五
人
以
上
）を
み
る
と
、
二
〇
〇
六
年

は
支
給
額
四
一
万
六
〇
五
四
円
、
前
年
比
一
・

三
％
増
と
、
二
年
連
続
の
増
加
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
二
〇
〇
二
年
以
降
企
業
業
績
が
改

善
し
、
二
〇
〇
四
年
以
降
は
こ
れ
を
賞
与
に

反
映
さ
せ
る
傾
向
が
続
い
て
い
る
結
果
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
夏
季
賞
与
を
事
業
所
規

模
別
に
み
る
と
、
五
〜
二
九
人
規
模
で
前
年

比
三
・
一
％
減
と
な
っ
た
が
、
五
〇
〇
人
以

上
規
模
同
三
・
九
％
増
、
一
〇
〇
〜
四
九
九

人
規
模
同
二
・
一
％
増
、
三
〇
〜
九
九
人
規

模
同
三
・
七
％
増
と
な
り
、
規
模
の
大
き
い

事
業
所
を
中
心
に
改
善
が
み
ら
れ
る
。 

　
厚
生
労
働
省
調
べ
の
二
〇
〇
六
年
の
民
間

主
要
企
業
（
資
本
金
一
〇
億
円
以
上
か
つ
従

業
員
一
〇
〇
〇
人
以
上
で
労
働
組
合
が
あ
る

企
業
三
七
八
社
）
の
夏
季
一
時
金
妥
結
状
況

を
み
る
と
、
妥
結
額
八
四
万
一
八
一
七
円
、

前
年
比
二
・
九
四
％
増
と
な
り
、
四
年
連
続

で
前
年
比
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。
毎
月
勤
労
統

計
調
査
結
果
と
比
べ
て
増
加
幅
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
①
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
等
賞
与
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
労
働

者
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
②
集
計
対
象

が
主
要
企
業
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
③
業

況
の
改
善
が
目
立
つ
製
造
業
の
ウ
エ
イ
ト
が

大
き
い
こ
と
、
な
ど
の
影
響
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。 

 

（
労
働
分
配
率
で
み
た
企
業
の
人
件
費
負
担
） 

　
財
務
省
「
法
人
企
業
統
計
調
査
」
に
よ
り
、

企
業
の
人
件
費
負
担
を
労
働
分
配
率
で
み
る

と
、
一
九
九
〇
年
初
の
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
急

上
昇
し
、
そ
の
後
も
経
済
の
低
成
長
の
下
で

高
水
準
で
推
移
し
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近

で
は
景
気
の
拡
大
に
伴
い
二
〇
〇
一
年
度
の

七
五
・
一
％
を
ピ
ー
ク
と
し
て
急
速
に
低
下

を
続
け
、
二
〇
〇
四
年
度
に
は
六
九
・
八
％

と
な
っ
た
。
な
お
、
二
〇
〇
五
年
度
に
は
七

〇
・
〇
％
と
や
や
上
昇
し
た
。
ま
た
、
内
閣

府
「
国
民
経
済
計
算
」
に
よ
っ
て
労
働
分
配

率
を
み
る
と
、
同
様
に
二
〇
〇
四
年
ま
で
は

低
下
し
て
い
る（
第
１５
図
）。 

　
こ
の
動
き
に
つ
い
て
、
付
加
価
値
に
お
け

る
役
員
賞
与
・
配
当
金
、
人
件
費
な
ど
の
項

目
別
の
推
移
を
み
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
ま

ず
、
支
払
利
息
等
は
、
一
九
九
一
年
度
を
ピ

ー
ク
に
低
下
を
続
け
、
近
年
特
に
低
い
水
準

で
推
移
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
近
年
の
低
金

利
の
影
響
と
、
企
業
が
優
先
的
に
債
務
削
減

に
努
め
て
き
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
企
業
収
益
の
拡
大

に
伴
っ
て
、
役
員
賞
与
・
配
当
金
及
び
内
部

留
保
は
、
今
回
の
景
気
回
復
期
に
お
い
て
顕

著
に
上
昇
し
て
い
る
。
特
に
、
役
員
賞
与
・

配
当
金
は
、
二
〇
〇
五
年
度
は
二
〇
〇
一
年

度
に
比
べ
二
・
八
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
近
時
に
お
け
る
株
主
を
重
視
す
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る
経
営
の
広
が
り
が
そ
の
背
景
に
あ
る
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。
一
方
、
人
件
費
は
、
バ
ブ

ル
期
や
バ
ブ
ル
崩
壊
後
前
々
回
ま
で
の
景
気

回
復
時
に
は
人
員
数
の
増
加
に
伴
っ
て
人
件

費
は
増
加
し
て
い
た
が
、
前
回
の
景
気
回
復

期
で
は
人
員
数
が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

人
件
費
が
横
ば
い
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
今
回

に
お
い
て
は
、
当
初
は
人
員
を
削
減
し
人
件

費
を
削
減
し
て
い
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
よ

う
や
く
、
人
員
数
の
増
加
に
伴
い
人
件
費
も

緩
や
か
な
が
ら
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る

が
、
二
〇
〇
一
年
度
と
比
較
し
た
二
〇
〇
五

年
度
の
伸
び
率
は
二
・
一
％
の
上
昇
に
と
ど

ま
っ
て
い
る（
第
１６
図
）。  

 

（
二
）
労
働
時
間
の
動
向 

（
総
実
労
働
時
間
は
増
加
） 

　
総
実
労
働
時
間
は
、

二
〇
〇
四
年
に
四
年

ぶ
り
に
増
加
し
た
も

の
の
、
二
〇
〇
五
年
は
所
定
外
労
働
時
間
の

増
加
幅
が
縮
小
し
た
こ
と
と
所
定
内
労
働
時

間
の
減
少
幅
が
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
減
少
に

転
じ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
六
年
に
入
っ
て

か
ら
は
、
所
定
外
労
働
時
間
の
増
加
幅
が
再

び
拡
大
し
た
上
、
所
定
内
労
働
時
間
も
微
増

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
総
実
労
働
時
間
は
再

び
増
加
傾
向
に
あ
る
。 

　
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」（
調
査
産
業
計
、

事
業
所
規
模
五
人
以
上
）
に
よ
る
と
、
二
〇

〇
六
年
一
〜
九
月
期
に
お
け
る
総
実
労
働
時

間
は
、
月
平
均
一
五
〇
・
三
時
間
で
前
年
同

期
比
〇
・
四
％
増
と
な
っ
た
。
そ
の
内
訳
を

み
る
と
、
所
定
内
労
働
時
間
は
月
平
均
一
三

九
・
八
時
間
で
前
年
同
期
比
〇
・
二
％
増
、

所
定
外
労
働
時
間
は
月
平
均
一
〇
・
六
時
間

で
同
二
・
七
％
増
と
な
っ
て
い
る（
第
１７
図
）。 

　
こ
れ
を
事
業
所
規
模
別
に
み
る
と
、
全
て

の
規
模
で
前
年
同
期
比
増
加
と
な
っ
た
。
ま

た
、
主
な
産
業
別
に
み
る
と
、
減
少
に
転
じ

た
鉱
業
、
飲
食
店
，
宿
泊
業
と
減
少
幅
が
拡

大
し
た
不
動
産
業
以
外
の
産
業
は
増
加
幅
が

拡
大
あ
る
い
は
増
加
に
転
じ
た
。 

　 （
再
び
増
加
幅
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
所
定
外

労
働
時
間
） 

　
所
定
外
労
働
時
間
は
、
二
〇
〇
二
年
に
景

気
の
底
入
れ
に
伴
っ
て
減
少
幅
が
縮
小
し
た

後
同
年
七
〜
九
月
期
に
６
四
半
期
ぶ
り
に
増

加
に
転
じ
て
以
来
、
二
〇
〇
六
年
七
〜
九
月

期
ま
で
１７
四
半
期
連
続
の
増
加
と
な
っ
て
お

り
、
増
加
幅
が
縮
小
傾
向
に
あ
っ
た
二
〇
〇

四
年（
前
年
比
三
・
三
％
増
）、
二
〇
〇
五
年

（
同
一
・
一
％
増
）を
は
さ
み
、
二
〇
〇
六
年

一
〜
三
月
期
は
前
年
同
期
比
二
・
二
％
増
、

四
〜
六
月
期
同
二
・
九
％
増
、
七
〜
九
月
期

同
三
・
〇
％
増
と
、
再
び
増
加
幅
を
拡
大
さ

せ
て
い
る
。 

　
製
造
業
の
所
定
外
労
働
時
間
及
び
鉱
工
業

生
産
の
動
向
を
季
節
調
整
値
で
み
る
と
、
所

定
外
労
働
時
間
は
二
〇
〇
一
年
一
〇
〜
一
二

月
期
を
底
に
増
加
し
続
け
、
二
〇
〇
三
年
の

一
〜
三
月
期
に
前
回
の
景
気
回
復
の
山
で
あ

る
二
〇
〇
〇
年
一
〇
〜
一
二
月
期
を
超
え
る

水
準
と
な
り
、
ピ
ー
ク
の
二
〇
〇
四
年
四
〜 
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六
月
期
ま
で
前
期
比
で
増
加
し
て
い
た
。
し

か
し
、
二
〇
〇
四
年
七
〜
九
月
期
以
降
鉱
工

業
生
産
の
伸
び
が
横
ば
い
圏
内
の
動
き
と
な

っ
た
こ
と
と
、
常
用
雇
用
者
数
が
増
加
し
た

こ
と
か
ら
、
減
少
に
転
じ
た
。
そ
の
後
は
、

二
〇
〇
五
年
一
〇
〜
一
二
月
期
に
鉱
工
業
生

産
が
再
び
上
昇
に
転
じ
た
こ
と
か
ら
、
所
定

外
労
働
時
間
も
増
加
と
な
っ
て
い
る（
第
１８

図
）。 

 

（
所
定
内
労
働
時
間
は
微
増
） 

　
所
定
内
労
働
時
間
は
、
二
〇
〇
五
年
に
は

五
年
連
続
の
減
少
と
な
り
、
減
少
幅
を
拡
大

さ
せ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
六
年
の
動
き
を

み
る
と
、
一
〜
三
月

期
前
年
同
期
比
〇
・

五
％
増
、
四
〜
六
月

期
同
〇
・
二
％
増
、

七
〜
九
月
期
同
〇
・

二
％
減
と
な
り
、
直

近
は
減
少
と
な
っ
た

も
の
の
、
全
体
と
し

て
は
微
増
と
な
っ
て
い
る
。 

　
産
業
別
に
み
る
と
、
二
〇
〇
五
年
に
は
、

運
輸
業
を
除
く
全
産
業
で
前
年
比
減
少
と
な

っ
た
が
、
二
〇
〇
六
年
一
〜
九
月
期
平
均
で

み
る
と
、
鉱
業
、
不
動
産
業
、
飲
食
店
，
宿

泊
業
以
外
は
全
て
前
年
同
期
比
増
加
と
な
っ

た
。 

　
ま
た
、
事
業
所
規
模
別
に
み
る
と
、
五
〜

二
九
人
規
模
で
一
〜
九
月
期
平
均
の
前
年
同

期
比
が
減
少
と
な
っ
た
ほ
か
は
増
加
し
て
い

る
。 

 

  

　
三
．勤
労
者
家
計
の
動
向 

（
一
）
物
価
及
び
家
計
消
費
の
概
況 

（
国
内
企
業
物
価
は
上
昇
幅
が
拡
大
） 

　
近
年
の
国
際
商
品
市
況
高
を
受
け
素
材
価

格
の
高
騰
が
続
く
中
、
原
油
価
格
に
つ
い
て

は
二
〇
〇
六
年
七
月
に
既
往
最
高
値
を
更
新

し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
、
二
〇

〇
六
年
の
国
内
企
業
物
価
は
一
〜
九
月
期
平

均
で
前
年
同
期
比
三
・
一
％
上
昇
と
上
昇
幅

を
拡
大
し
、
三
年
連
続
で
上
昇
す
る
と
見
込

ま
れ
る
。 

　
四
半
期
ご
と
の
推
移
を
み
る
と
、
二
〇
〇

五
年
一
〜
三
月
期
前
期
比
〇
・
五
％
上
昇
、

四
〜
六
月
期
同
一
・
一
％
上
昇
、
七
〜
九
月

期
同
一
・
二
％
上
昇
と
な
っ
た
。 

　
品
目
分
類
別
に
み
る
と
、
国
際
的
な
素
材

価
格
の
上
昇
や
原
油
価
格
の
上
昇
が
続
い
て

い
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
二
〇
〇
六
年
一

〜
九
月
期
を
通
じ
、
化
学
製
品
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
、
石
油
・
石
炭
製
品
、
非
鉄
金
属
類
な

ど
で
物
価
の
上
昇
が
み
ら
れ
た
。 

　
原
油
価
格
や
鉄
鋼
を
は
じ
め
と
す
る
内
外

商
品
市
況
の
上
昇
が
需
要
段
階
別
に
ど
の
よ

う
に
波
及
し
て
き
た
か
を
み
る
と
、
素
原
材

料
と
中
間
財
は
素
材
価
格
の
上
昇
を
受
け
上

昇
幅
を
拡
大
さ
せ
て
上
昇
し
て
い
る
。
最
終

財
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
素
材
価
格
上
昇
の

価
格
転
嫁
は
遅
れ
て
お
り
、
前
期
比
横
ば
い

圏
内
で
推
移
し
て
い
た
が
、
非
耐
久
消
費
財

等
の
上
昇
か
ら
、
足
も
と
で
は
小
幅
な
上
昇

と
な
っ
て
い
る
。 

　
輸
出
物
価
を
契
約
通
貨
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、

二
〇
〇
六
年
一
〜
九
月
期
平
均
で
前
年
同
期

比
〇
・
一
％
上
昇
と
、
小
幅
な
上
昇
と
な
っ

た
が
、
海
外
経
済
の
拡
大
を
反
映
し
、
足
も

と
四
〜
六
月
期
、
七
〜
九
月
期
の
前
期
比
を

み
る
と
そ
れ
ぞ
れ
同
一
・
五
％
の
上
昇
と
な
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っ
た
。
円
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
円
安
が
続
い

て
い
る
影
響
を
受
け
、
一
〜
九
月
期
平
均
で

同
四
・
九
％
の
上
昇
と
な
っ
た
。 

　
輸
入
物
価
を
契
約
通
貨
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、

原
油
価
格
や
国
際
商
品
市
況
の
上
昇
が
続
い

て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
二
〇
〇
六
年
一
〜

九
月
期
平
均
で
前
年
同
期
比
一
二
・
三
％
の

上
昇
と
な
り
、
上
昇
幅
は
前
年
よ
り
拡
大
傾

向
に
あ
る
。
円
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
前
述
要

因
に
加
え
て
円
安
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
一
〜
九
月
期
平
均
同
一
八
・
八
％
の
上

昇
と
、
上
昇
幅
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
。 

 

（
企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
価
格
は
小
幅
下
落
で

推
移
） 

　
企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
価
格
は
、
一
九
九
八

年
以
降
下
落
基
調
が
継
続
し
て
い
る
が
、
二

〇
〇
六
年
に
入
り
、
一
〜
三
月
期
前
年
同
期

比
横
ば
い
、
四
〜
六
月
期
同
〇
・
三
％
下
落
、

七
〜
九
月
期
同
〇
・
二
％
上
昇
と
、
総
じ
て

小
幅
な
下
落
基
調
で
推
移
し
て
い
る
。 

　
品
目
分
類
別
に
み
る
と
、
広
告
で
足
も
と

や
や
弱
め
の
動
き
が
続
い
て
い
る
が
、
そ
の

他
に
つ
い
て
は
下
落
幅
縮
小
や
増
加
に
転
じ

る
な
ど
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。 

 

（
消
費
者
物
価
は
プ

ラ
ス
基
調
で
推
移
） 

　
消
費
者
物
価
は
、

二
〇
〇
五
年
一
一
月

に
生
鮮
食
品
を
除
く

総
合
で
二
〇
〇
三
年

一
〇
月
以
来
の
前
年

同
月
比
上
昇（
〇
・

一
％
上
昇
）に
転
じ
、

二
〇
〇
六
年
五
月
に

は
総
合
指
数
で
前
年

同
月
比
〇
・
一
％
の

上
昇
と
な
っ
た
。 

　
二
〇
〇
六
年
の
総

合
指
数
の
動
向
は
、

一
〜
三
月
期
前
年
同

期
比
〇
・
一
％
下
落
、

四
〜
六
月
期
同
〇
・

二
％
上
昇
、
七
〜
九

月
期
同
〇
・
六
％
上

昇
と
な
っ
て
い
る
。

価
格
変
動
の
激
し
い

生
鮮
食
品
を
除
く
総

合
指
数
を
み
て
も
、

一
〜
三
月
期
同
横
ば

い
、
四
〜
六
月
期
同
横
ば
い
、
七
〜
九
月
期

同
〇
・
三
％
上
昇
と
、
緩
や
か
に
上
昇
し
て

い
る
。 

　
こ
れ
を
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
別
に
み
る
と
、

一
般
商
品
は
足
も
と
で
は
下
落
幅
を
縮
小
さ

せ
て
い
る
が
、
依
然
下
落
に
寄
与
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
出
版
物
が
引
き
続
き
上
昇
し
て
い

る
こ
と
や
石
油
製
品
の
上
昇
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
教
養
娯
楽
用
耐
久
財
や
家
庭
用
耐

久
財
の
下
落
や
米
類
の
下
落
が
影
響
し
て
い

る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
生
鮮
商
品

は
、
天
候
不
順
の
影
響
で
生
鮮
野
菜
、
生
鮮

果
物
が
高
騰
し
、
上
昇
寄
与
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
公
共
料
金
は
二
〇
〇
六
年

四
月
以
降
診
療
報
酬
の
引
下
げ
が
下
落
に
寄

与
し
て
い
る
も
の
の
、
電
力
料
金
の
引
上
げ

が
影
響
し
上
昇
寄
与
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

原
油
価
格
が
依
然
高
騰
し
て
い
る
影
響
で
、

石
油
関
連
製
品
は
二
〇
〇
四
年
四
〜
六
月
期

に
上
昇
に
転
じ
て
以
降
二
〇
〇
六
年
一
〜
三

月
期
前
年
同
期
比
一
二
・
八
％
上
昇
、
四
〜

六
月
期
同
一
一
・
〇
％
上
昇
、
七
〜
九
月
期

同
一
一
・
九
％
上
昇
と
な
っ
て
い
る（
第
１９

図
）。 

　
な
お
、
食
料（
酒
類
を
除
く
）及
び
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
除
く
総
合
指
数
で
み
る
と
、
一
〜
三

月
期
前
年
同
期
比
〇
・
六
％
下
落
、
四
〜
六

月
期
同
〇
・
五
％
下
落
、
七
〜
九
月
期
同
〇
・

四
％
下
落
と
、
引
き
続
き
下
落
傾
向
が
続
い

て
お
り
、
物
価
の
動
向
は
引
き
続
き
弱
含
み

で
推
移
し
て
い
る
と
い
え
る
。 

  

（
家
計
消
費
、
実
収
入
と
も
に
二
年
連
続

で
減
少
の
見
込
み
） 

　
総
務
省
統
計
局
「
家
計
調
査
」
に
よ
る
と
、

勤
労
者
世
帯
の
消
費
支
出
は
、
二
〇
〇
六
年

一
〜
九
月
平
均
で
前
年
同
期
比
名
目
二
・
九

％
減
、
実
質
三
・
二
％
減
と
な
っ
た
。
四
半

期
ご
と
の
消
費
支
出
の
推
移
を
み
る
と
、
名

目
、
実
質
と
も
に
二
〇
〇
六
年
第
１
四
半
期

か
ら
連
続
で
減
少
と
な
っ
て
い
る（
第
２０
表
）。 

　
四
半
期
ご
と
に
消
費
支
出
の
特
徴
を
、
実

質
増
減
率（
対
前
年
同
期
比
）で
み
る
と
、
二

〇
〇
六
年
一
〜
三
月
期
は
、
住
居
が
八
・
八

％
増
と
最
も
高
い
伸
び
を
み
せ
、
次
い
で
光

熱
・
水
道
が
二
・
四
％
増
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
例
年
に
な
い
寒
波
の
影
響
で
低
め
の
気

温
が
続
い
た
た
め
光
熱
費
が
増
加
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。 

　
四
〜
六
月
期
は
、
教
育
が
四
・
一
％
増
、

家
具
・
家
事
用
品
が
四
・
一
％
増
と
な
っ
て

い
る
。
七
〜
九
月
期
は
、
教
育
が
四
・
七
％

増
、
被
服
及
び
履
物
が
〇
・
三
％
増
と
な
り
、

被
服
及
び
履
物
の
増
加
は
昨
年
に
引
き
続
き

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
効
果
が
働
い
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。 

　
二
〇
〇
六
年
一
〜
九
月
平
均
で
費
目
別
の

消
費
支
出
の
推
移
を
み
る
と
、 

家
具
・
家

事
用
品
が
一
・
二
％
増
、
教
育
が
〇
・
八
％

増
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
の
費
目
は
全
て
減
少

し
て
い
る
。
家
具
・
家
事
用
品
の
増
加
の
要

因
と
し
て
は
、
住
宅
購
入
に
よ
る
新
し
い
家

具
の
購
入
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
教
育
の
増
加

の
要
因
と
し
て
は
、
塾
な
ど
の
補
習
教
育
の

増
加
等
が
あ
り
、
そ
の
背
景
と
し
て
ゆ
と
り

教
育
へ
の
家
庭
の
対
応
や
私
立
学
校
へ
の
進

学
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
ま
た
、
教
養
娯
楽
は
三
・
七
％
減
と
な
っ

て
い
る
が
、
二
月
に
開
催
さ
れ
た
ト
リ
ノ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
六
月
に
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
影
響
で
、
教
養
娯
楽
用
耐
久
財

の
テ
レ
ビ
は
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。  

　
実
質
消
費
支
出
の
動
き
を
季
節
調
整
値
で

み
る
と
、
一
〜
三
月
期
前
期
比
二
・
六
％
減
、

四
〜
六
月
期
同
一
・
二
％
減
と
な
っ
た
後
、

七
〜
九
月
期
も
同
二
・
六
％
減
と
な
っ
た
。 
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資料出所　内閣府「消費動向調査」 
　（注）　消費者態度指数の作成方法は以下のとおり。 
　　１）まず、「暮らし向き」、「収入の増え方」、「雇用環境」、「耐久消費財の買い時判断」の４項目について消費者の意識を調査する。その際、

各調査項目が今後半年間に今よりもどのように変化すると考えているか、５段階評価で回答を求める。 
　　２）次に、各調査項目ごとに消費に及ぼす効果に応じて、以下のように５段階評価にそれぞれ点数を与え、この点数を回答区分（構成比、％）に乗

じ、乗じた結果を合計して各調査項目ごとの消費者意識指標を算出する。 
 　   　　消費者意識指標……  
    　　消費にプラスの回答区分「良くなる」に（＋１）、「やや良くなる」に（＋0.75）、中立の回答区分「変わらない」に（＋0.5）、マイナスの回答

区分「やや悪くなる」に（＋0.25）、「悪くなる」に（０）の評価を与え、これを各回答区分のそれぞれの構成比（％）に乗じ、合計したもので
ある。  

　　３）最後に、これら４項目の消費者意識指標（原数値）を単純平均して消費者態度指数（原数値）を算出する。 
 　　　　なお、四半期毎に公表する一般世帯の消費者意識指標及び消費者態度指数については、それぞれ別個に季節調整を行っているため、消費者意

識指標（季節調整値）を単純平均しても消費者態度指数（季節調整値）にはならない。 

　
勤
労
者
世
帯
の
実
収
入
の
動
き
を
み
る
と
、

二
〇
〇
六
年
一
〜
九
月
平
均
で
前
年
同
期
比

名
目
一
・
二
％
減
、
実
質
一
・
四
％
減
と
名

目
、
実
質
と
も
二
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

内
訳
を
み
る
と
勤
め
先
収
入
に
つ
い
て
は
、

二
〇
〇
六
年
一
〜
九
月
実
質
一
・
四
％
減
と

な
り
、
二
〇
〇
六
暦
年
で
は
二
年
連
続
で
減

少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
勤
め
先
収
入
の
四

半
期
ご
と
の
推
移
を
み
る
と
、
二
〇
〇
六
年

一
〜
三
月
期
は
、
実
質
前
年
同
期
比
四
・
〇

％
減
、
四
〜
六
月
期
は
同
三
・
八
％
減
と
な

っ
て
い
る
が
、
七
〜
九
月
期
は
同
三
・
六
％

増
と
な
り
、
な
か
で
も
賞
与
が
同
三
三
・
五

％
増
と
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
財

産
収
入
も
第
３
四
半
期
に
お
い
て
同
二
一
・

七
％
増
と
大
き
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。 

　
消
費
支
出
の
二
〇
〇
六
年
一
〜
九
月
平
均

の
実
質
三
・
二
％
減
少
に
対
し
て
、
①
実
収

入
、
②
非
消
費
支
出
、
③
平
均
消
費
性
向
、

④
消
費
者
物
価
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
寄
与

し
た
か
を
み
て
み
る
と
、
実
収
入
は
前
年
同

期
比
一
・
四
％
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
寄
与
、
非

消
費
支
出
は
同
〇
・
二
％
ポ
イ
ン
ト
の
増
加

寄
与
、
平
均
消
費
性
向
は
同
一
・
七
％
ポ
イ
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ン
ト
の
減
少
寄
与
、
消
費
者
物
価
は
同
〇
・

三
％
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
寄
与
と
な
っ
た
。 

  

（
二
〇
〇
六
年
六
月
期
以
降
、
悪
化
傾
向

に
あ
る
消
費
者
心
理
） 

  

二
〇
〇
六
年
一
〜
九
月
平
均
の
平
均
消
費

性
向
は
七
七
・
〇
％
と
前
年
差
一
・
三
％
ポ

イ
ン
ト
の
低
下
と
な
っ
た
。 

  

こ
の
よ
う
に
二
〇
〇
六
年
の
消
費
支
出
の

減
少
は
可
処
分
所
得
の
減
少
ば
か
り
で
な
く

消
費
性
向
の
低
下
を
伴
っ
て
お
り
、
消
費
者

心
理
も
後
退
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
消
費
者
心
理
の
代
表
的
な
指
標
で

あ
る
消
費
者
態
度
指
数
を
み
る
と
、
二
〇
〇

三
年
六
月
期
に
景
気
の
回
復
傾
向
や
株
価
の

上
昇
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
上
昇
に
転
じ
て

以
降
、
二
〇
〇
五
年
六
月
期
ま
で
一
貫
し
て

上
昇
し
、
二
〇
〇
五
年
九
月
期
に
一
旦
低
下

し
た
も
の
の
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
期
、
二

〇
〇
六
年
三
月
期
に
二
期
連
続
上
昇
し
た
が
、

そ
れ
以
降
は
低
下
傾
向
に
あ
る（
第
２１
図
）。 

  

消
費
者
態
度
指
数
を
構
成
す
る
各
項
目
の

中
で
も
、
今
ま
で
上
昇
テ
ン
ポ
が
大
き
か
っ

た
の
は
雇
用
環
境
の
改
善
で
あ
っ
た
が
、
二

〇
〇
六
年
三
月
期
を
ピ
ー
ク
に
大
き
く
低
下

し
、
二
〇
〇
六
年
九
月
期
の
上
昇
は
小
幅
で

あ
っ
た
。
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇

五
年
一
二
月
期
又
は
二
〇
〇
六
年
三
月
期
の

い
ず
れ
か
を
ピ
ー
ク
と
し
て
低
下
し
て
お
り
、

総
合
す
る
と
消
費
者
態
度
指
数
は
二
〇
〇
六

年
六
月
期
以
降
二
期
連
続
し
て
低
下
し
た
。 

 

（
消
費
階
層
ご
と
に
違
い
が
で
て
き
た
消
費

行
動
） 

　
世
帯
主
の
年
間
収
入
五
分
位
階
級
別
に
二

〇
〇
六
年
一
〜
九
月
平
均
の
家
計
収
入
と
消

費
支
出
の
増
減
の
状
況
を
み
る
と
、
消
費
支

出
の
実
質
前
年
比
は
第
Ⅴ
階
級
が
増
加
し
た

の
を
除
き
す
べ
て
の
階
級
に
お
い
て
減
少
、

実
収
入
は
、
第
Ⅰ
階
級
、
第
Ⅴ
階
級
が
増
加

し
た
の
を
除
き
減
少
と
な
っ
た
。
平
均
消
費

性
向
は
、
第
Ⅴ
階
級
を
除
き
前
年
差
で
低
下

し
た（
第
２２
図
）。
　 

　
第
Ⅴ
階
級
で
消
費
支
出
が
増
加
し
て
い
る

要
因
と
し
て
は
教
育
費
の
増
加
が
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
。 

　
二
〇
〇
六
年
に
お
い
て
は
、
収
入
の
減
少

及
び
消
費
性
向
の
低
下
に
よ
っ
て
消
費
支
出

が
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
収
入
階

級
の
高
い
層
の
収
入
増
や
消
費
性
向
の
上
昇

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
消

費
全
体
を
牽
引
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

今
後
は
よ
り
す
そ
野
の
広
い
賃
金
所
得
の
上

昇
に
よ
り
消
費
の
拡
大
と
持
続
的
な
内
需
の

成
長
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

　
な
お
、
消
費
支
出
の
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇

五
年
平
均
の
五
年
前
（
一
九
九
六
〜
二
〇
〇

〇
年
平
均
）
に
対
す
る
増
減
率
を
費
目
別
に

み
る
と
、
交
通
・
通
信
費
の
増
加
が
大
き
く
、

被
服
及
び
履
物
、
家
具
・
家
事
用
品
の
減
少

率
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
収
入

階
級
別
に
み
る
と
、
収
入
の
低
い
第
Ⅰ
五
分

位
や
第
Ⅱ
五
分
位
で
は
、
他
の
消
費
費
目
に

比
べ
交
通
・
通
信
費
の
伸
び
が
際
だ
っ
て
大

き
い
。
一
方
、
収
入
の
高
い
第
Ⅴ
五
分
位
で

は
、
最
も
支
出
の
伸
び
が
高
か
っ
た
も
の
は

保
健
医
療
費
で
あ
る
。
ま
た
、
第
Ⅴ
五
分
位

で
の
み
増
加
し
て
い
る
支
出
項
目
と
し
て
は
、

住
居
費
、
教
育
費
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る（
厚

生
労
働
省
『
平
成
一
八
年
版
労
働
経
済
白
書
』

一
八
三
頁
第
三
‐（
一
）‐
九
図
参
照
）。 

 

（
持
続
的
な
経
済
発
展
に
向
け
て
） 

  

第
二
次
石
油
危
機
以
降
の
景
気
回
復
局
面

に
お
け
る
実
質
可
処
分
所
得
と
実
質
消
費
支

出
の
関
係
を
み
る
と
、
第
二
次
石
油
危
機
後

と
円
高
不
況
後
は
グ
ラ
フ
が
第
一
象
限
に
あ

り
、
所
得
、
消
費
支
出
と
も
に
お
お
む
ね
増

加
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
以

降
の
景
気
回
復
局
面
で
は
そ
の
よ
う
な
関
係

に
な
い
こ
と
が
多
く
、
前
々
回
（
バ
ブ
ル
崩

壊
後
）
は
所
得
が
お
お
む
ね
横
ば
い
で
消
費

支
出
は
ピ
ー
ク
時
で
も
景
気
の
谷
の
水
準
を

下
回
り
、
前
回
は
所
得
、
消
費
支
出
と
も
お

お
む
ね
減
少
傾
向
と
な
っ
た
。
今
回
の
景
気

回
復
期
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
ま
か
な
傾
向

と
し
て
前
回
同
様
、
所
得
、
消
費
支
出
と
も

に
減
少
が
続
い
た
後
、
所
得
は
、
二
〇
〇
三

年
七
〜
九
月
期
、
消
費
は
二
〇
〇
三
年
一
〇

〜
一
二
月
期
に
な
っ
て
前
期
比
で
増
加
傾
向

に
転
じ
、
二
〇
〇
四
年
七
〜
九
月
期
ま
で
そ

の
傾
向
は
続
い
た
。
そ
の
後
、
所
得
は
二
〇 
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〇
四
年
一
〇
〜
一
二
月
期
、
二
〇
〇
五
年
一

〇
〜
一
二
月
期
に
減
少
と
な
り
、
景
気
の
谷

の
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
。
消
費
支
出
は
、

二
〇
〇
五
年
一
〜
三
月
期
、
七
〜
九
月
期
を

除
き
減
少
と
な
り
、
二
〇
〇
五
年
一
〜
三
月

期
以
降
は
景
気
の
谷
の
水
準
を
下
回
っ
て
い

る（
第
２３
図
）。 

　
二
〇
〇
二
年
一
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
今
回

の
景
気
回
復
局
面
も
総
じ
て
み
る
と
、
所
得

は
減
少
し
て
お
り
、
消
費
支
出
の
回
復
力
も

強
く
な
い
。
企
業
収
益
や
設
備
投
資
な
ど
で

先
行
し
た
企
業
部
門
で
の
回
復
を
勤
労
者
生

活
の
充
実
へ
と
つ
な
げ
、
社
会
の
安
定
を
基

盤
と
し
た
持
続
的
な
経
済
発
展
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

557 DEC. 2006

特集 ＝ 「雇用改善の明暗」 12
正規・非正規雇用の二極分化から段階的統合へ 

地域再生と雇用創出 

雇用改善状況の経済学的分析 
　―年齢別・地域別労働市場の観点から 

高校新卒者の就職状況―現状と課題 

非正規雇用と労働所得格差 

個の自律と人材開発戦略の変化 
　―ESとEAPを統合する支援・啓発パラダイム 

売り手市場到来で新卒採用は通年化へ 
　―学生が企業を選ぶ「厳選就職」で「内定辞退」続出 

道幸哲也著『労使関係法における誠実と公正』 

醍醐聡著『労使交渉と会計情報 
　―日本航空における労働条件の不利益変更を 
　　めぐる経営と会計』 

R．カルドゥエル他 
「企業によるHRM活用の進展について 
　―理想と現実のギャップ」 

ドイツ、閉店法の行方 

村松久良光 

橘川　武郎 

杉浦　裕晃 

長須　正明 

太田　　清 

花田　光世 

夏目　孝吉 

奥野　　寿 

藤本　　真 

尹　　諒重 

高畠　淳子 

提　　言 
論　　文 

紹　　介 
論　　文 

紹　　介 

書　　評 

論文Today 

フィールド・アイ 

 

558 JAN. 2007

特集 ＝ 「仕事の中の幸福」 1
社会変化と人間を尊重する仕事 

労働と幸福度 

高齢者の就労に対する意欲分析 

職場における快適な労働環境確保について 

職場のメンタルヘルスに関する最近の動向と 
　ストレス対処に注目した職場ストレス対策の実際 

バーンアウト（燃え尽き症候群） 
　―ヒューマンサービス職のストレス 

全日空労働組合における 
　従業員の健康と社員満足に関する取り組み 

中村圭介著『成果主義の真実』 

従業員のキャリア開発に影響を与える組織施策 
　―キャリア志向性との関係から 

ドイツの子育て事情 

堀内　光子 

佐野晋平・大竹文雄 

福島さやか 

小畑　史子 

大塚　泰正 
鈴木　綾子 
高田　未里 

久保　真人 

黒木　隆志 

猪木　武徳 

藤波　美帆 

高畠　淳子 

提　　言 
論　　文 

紹　　介 

書　　評 
論文Today 

フィールド・アイ 

 


